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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリーセルと、
　上記バッテリーセルを収納するケースと、
　上記ケースに配され上記バッテリーセルの電力を出力する出力端子と、
　上記出力端子が配された上記ケースの第１の面に連設され、上記第１の面に垂直に配さ
れた上記ケースの第２の面とを有し、
　上記ケースの第２の面内に位置して複数の段からなる識別用凹部が形成され、
　上記ケースの相対向する両側面にバッテリー装着部に対する装着方向をガイドするガイ
ド溝を設け、
　更に、出力端子を挟んで、上記第１の面及び上記第２の面に開口し互いに平行な第１の
ガイド溝と第２のガイド溝とを設けたことを特徴とするバッテリーパック。
【請求項２】
　上記識別用凹部は、上記第１の面に平行な内周面に、上記バッテリーパックが装着され
るバッテリー装着装置の突部が係合することを特徴とする請求項１記載のバッテリーパッ
ク。
【請求項３】
　上記識別用凹部は、上記第１の面に直交する内周面に、上記バッテリーパックが装着さ
れるバッテリー装着装置の突部が係合することを特徴とする請求項１記載のバッテリーパ
ック。
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【請求項４】
　上記識別用凹部内には、上記第１の面に直交する方向に突出された第１の突部が設けら
れたことを特徴とする請求項１記載のバッテリーパック。
【請求項５】
　上記識別用凹部内には、上記第１の突部の先端部に、段をなす第２の突部が、上記第１
の面に直交する方向に突出して設けられたことを特徴とする請求項４記載のバッテリーパ
ック。
【請求項６】
　上記バッテリーセルは、一次電池を有することを特徴とする請求項１記載のバッテリー
パック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば電子機器の電源として用いる充電型のバッテリーセルが収納されたバ
ッテリーパックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子機器の電源として利用されるバッテリーセルを内部に有するバッテリーパッ
クが知られている。この種のバッテリーパックは、電子機器の機器本体に設けられたバッ
テリー装着装置に対して着脱可能に装着される。
【０００３】
　バッテリーパックは、電力を供給するバッテリーセルと、このバッテリーセルを内部に
収納するケースと、バッテリー装着装置側の接続端子に接続される出力端子と有している
。バッテリーパックが備えるバッテリーセルは、充電可能とされており、電力消耗時に出
力端子を介して充電が行われる。ケースには、幅方向の両側に、バッテリー装着装置に係
合するガイド溝がそれぞれ形成されている。出力端子は、ケースの長手方向の一方の側面
に一端を臨ませて、ケースの底面に隣接して配設されている。
【０００４】
　バッテリー装着装置は、バッテリーパックが装着される装着部と、バッテリーパックの
出力端子が接続される端子部とを有しており、電子機器の機器本体に電気的に接続されて
いる。装着部には、バッテリーパックのケースの外形よりやや大に形成されており、バッ
テリーパックの底面が載置される載置面が形成されている。また、装着部には、バッテリ
ーパックの幅方向の両側に対向する面に、バッテリーパックのガイド溝に係合するガイド
突部がそれぞれ形成されている。端子部は、装着部の内周部に、装着されるバッテリーパ
ックの出力端子に対向して配設されており、装着部にバッテリーパックが装着されること
によって、バッテリーパックの出力端子と接続されて電力が供給される。
【０００５】
　以上のように構成されたバッテリー装着機構について、バッテリパックがバッテリー装
着装置の装着部に対して装着される動作を説明する。バッテリーパックは、バッテリー装
着装置の装着部に装着される際、底面が装着部の載置面に対して略平行な状態とされて、
各ガイド凹部内に装着部内の各ガイド突部がそれぞれ挿入される。そして、バッテリーパ
ックは、底面が載置面に対して略平行な方向に挿入操作されて、出力端子が装着部内の端
子部に当接されて所定の装着位置に装着される。バッテリー装着装置に装着されたバッテ
リーパックは、装着部内の端子部に接続された出力端子を介してバッテリーセルからバッ
テリー装着装置を備える電子機器に電力を供給する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、バッテリーパックには、使用目的に応じて、充電容量及びケースの大きさや
形状、出力端子の位置や形状等の各種仕様が異なる複数のものがある。このため、バッテ
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リーパックは、仕様が異なる不適合とされたバッテリー装着装置に誤って装着されてしま
うという問題がある。
【０００７】
　互いに不適合とされるバッテリーパックがバッテリー装着装置に誤って装着された場合
には、装着部を破損したり、出力端子や接続端子を破損してしまうという問題がある。ま
た、バッテリーパックが不完全な状態でバッテリー装着装置の装着部に誤装着された場合
には、バッテリーパックがバッテリ装着装置から脱落して破損してしまうという問題があ
る。
【０００８】
　したがって、バッテリーパックは、適合するバッテリー装着装置及び互換性を有するバ
ッテリー装着装置以外の仕様が異なるバッテリー装着装置に誤って装着されることを防止
する必要がある。また同様に、バッテリー装着装置は、不適合とされるバッテリーパック
が誤って装着されることを防止する必要がある。
【０００９】
　そこで、本発明は、不適合とされるバッテリー装着装置に誤装着されることを確実に防
止することができるバッテリーパックを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した技術課題を解決するために提案される本発明は、バッテリーセルと、上記バッ
テリーセルを収納するケースと、上記ケースに配され上記バッテリーセルの電力を出力す
る出力端子と、上記出力端子が配された上記ケースの第１の面に連設され、上記第１の面
に垂直に配された上記ケースの第２の面とを有し、上記ケースの第２の面内に位置して複
数の段からなる識別用凹部が形成され、上記ケースの相対向する両側面にバッテリー装着
部に対する装着方向をガイドするガイド溝を設け、更に、出力端子を挟んで、上記第１の
面及び上記第２の面に開口し互いに平行な第１のガイド溝と第２のガイド溝とを設けてい
る。
【００１１】
　ここで、識別用凹部は、ケースの第１の面に垂直に配されたケースの第２の面内の中央
部に形成することが望ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係るバッテリーパックは、ケースの第２の面に設けられた複数の段からなる識
別用凹部の第１の面に平行な内周面に、当該バッテリーパックが装着されるバッテリー装
着装置の突部が係合するようにしたことにより、不適合とさるバッテリー装着装置への誤
装着を防止することができる。また、両側面のガイド溝に加え出力端子を挟んで更に第１
及び第２のガイド溝を設けたので、確実にバッテリー装着装置に装着することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の具体的な実施形態について、バッテリーパック及びこのバッテリーパッ
クが装着されるバッテリー装着装置を備えるバッテリー装着機構を図面を参照して説明す
る。例えば図１に示すように、このバッテリー装着機構が備えるバッテリーパック５及び
バッテリー装着装置６は、ビデオカメラ装置１に適用されている。
【００１４】
　なお、バッテリーパック５には、バッテリーセルの充電容量の大きさに応じて、高容量
型、標準容量型及び低容量型等の種類がそれぞれあり、外部電源から電力を供給するため
のプレート型のものがある。また、これら各種バッテリーパックに各々対応するバッテリ
ー装着装置がそれぞれある。
【００１５】
　まず、図２及び図３に示すように、高容量型として使用される第１のバッテリーパック
５は、図示しないバッテリーセルと、このバッテリーセルを内部に収納するケース１９と
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、バッテリーセルに接続された複数の出力端子２１，２２，２３とを備えている。
【００１６】
　第１のバッテリーパック５のケース１９は、例えば合成樹脂材料によって形成されてい
る。ケース１９には、図２及び図３に示すように、幅方向の両側面に、第１のバッテリー
装着装置６に対する装着方向をガイドするためのガイド溝２６，２６がそれぞれ形成され
ている。各側面の各ガイド溝２６，２６は、図３に示すように、一端がケース１９の底面
２４に開口して形成されており、ケース１９の長手方向に並列してそれぞれ形成されてい
る。
【００１７】
　ケース１９には、図３に示すように、第１のバッテリー装着装置６に対する装着方向の
前面２０に、ケース１９の幅方向の両側に位置して第１の出力端子２１及び第２の出力端
子２２がそれぞれ配設されており、幅方向の略中央に位置して第３の出力端子２３が配設
されている。第１及び第２の出力端子２１，２２は、バッテリー装着装置６を介してビデ
オカメラ装置１の装置本体に電力を供給する。第３の出力端子２３は、ビデオカメラ装置
１の装置本体に、バッテリーセルの電力残量等の情報信号を出力する。また、各出力端子
２１，２２，２３の外方に臨む一端は、ケース１９の前面２０に形成された略矩形状の凹
部内に位置されており、バッテリー装着装置の各接続端子以外の箇所に当接して破損する
ことが防止されている。
【００１８】
　そして、第１のバッテリーパック５のケース１９には、図３に示すように、装着可能と
される第１のバッテリー装着装置６に装着されるときに、この第１のバッテリー装着装置
６に対するケース１９の底面２４の幅方向の傾斜状態を規制するための一対の規制凹部２
８，２９がそれぞれ形成されている。これら規制凹部２８，２９は、図３に示すように、
第１のバッテリー装着装置６に対する挿入方向の前面２０に、幅方向のほぼ中心線（図示
せず）に対して線対称にそれぞれ形成されている。
【００１９】
　この規制凹部２８，２９は、図３に示すように、ケース１９の底面２４に直交して形成
された第１の部分と、この第１の部分に直交して形成された第２の部分とを有しており、
断面略Ｌ字状を呈して形成されている。
【００２０】
　また、図３に示すように、第１のバッテリーパック５には、ケース１９の底面２４の略
中央に位置して、装着されるバッテリー装着装置が適合するバッテリー装着装置であるか
を識別するための略矩形状の識別用凹部３０が形成されている。
【００２１】
　識別用凹部３０は、図３に示すように、ケース１９の幅方向のほぼ中心線上に位置する
とともに、ケース１９の底面２４の略中央から前面２０側に位置して形成されている。こ
の識別用凹部３０内の底面には、図３に示すように、ケース１９の幅方向のほぼ中心線上
に位置して、略矩形状の識別用溝３２が長手方向の両端に連続して形成されている。した
がって、この識別用凹部３０内には、図３に示すように、ケース１９の底面２４の幅方向
の両側に、段部がそれぞれ形成されている。そして、この識別用凹部３０は、底面２４の
幅方向に平行な寸法が幅Ｗ０に形成されている。
【００２２】
　また、第１のバッテリーパック６には、図３に示すように、第３の出力端子２３に隣接
して、第１のバッテリー装着装置６に対する装着方向をガイドするための第１のガイド溝
３４が、ケース１９の長手方向と平行に形成されている。この第１のガイド溝３４は、ケ
ース１９の前面２０に一端を開口するとともに、他端が識別用凹部３０に連続されて形成
されている。この第１のガイド溝３４には、ケース１９の前面２０側に隣接する位置に、
ケース１９の底面２４に直交する方向である深さが異なる段部３５が形成されている。
【００２３】
　また、ケース１９の底面２４には、図３に示すように、第３の出力端子２３を挟んで第
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１のガイド溝３４と対向する位置に、第２のガイド溝３６が形成されている。この第２の
ガイド溝３６は、ケース１９の底面２４の長手方向と平行に形成されており、一端がケー
ス１９の前面２０に開口して形成されている。
【００２４】
　また、ケース１９には、図３に示すように、幅方向の両側面に、第１及び第２の出力端
子２１，２２に隣接して、第１のバッテリー装着装置６に対して底面２４の幅方向の傾斜
を規制するための規制溝３７，３７が、前面２０に開口するとともに底面２４に略平行に
それぞれ形成されている。
【００２５】
　また、ケース１９の底面２４には、図３に示すように、第１のバッテリー装着装置６に
装着された際に、第１のバッテリー装着装置６に係合される第１のロック用凹部３８及び
第２のロック用凹部３９がそれぞれ形成されている。第１のロック用凹部３８は、略矩形
状に形成されており、ケース１９の幅方向のほぼ中心線上に位置して、識別用凹部３０に
隣接する位置に形成されている。第２のロック用凹部３９は、第１のロック用凹部３８よ
りやや大とされた略矩形状に形成されており、ケース１９の幅方向のほぼ中心線上に位置
して、装着方向の背面側にそれぞれ形成されている。
【００２６】
　次に、第１のバッテリー装着装置６は、図４に示すように、装着される第１のバッテリ
ーパック５の底面２４が載置される載置面４５を有する装着部４３と、第１のバッテリー
パック５の各出力端子２１，２２，２３がそれぞれ接続される端子部４４とを備えており
、装着部４３は、図４に示すように、第１のバッテリーパック５の底面２４の形状よりや
や大に形成されており、第１のバッテリーパック５の幅方向の両側面に対向する各側面に
、載置面４５に隣接して、第１のバッテリーパック５の各ガイド溝２６にそれぞれ係合す
るガイド突部４７がそれぞれ一体に形成されている。
【００２７】
　装着部４３は、第１のバッテリーパック５が装着される際に、ケース１９の各ガイド溝
２６にガイド突部４７がそれぞれ挿入されることによって、ケース１９の底面２４を載置
面４５に略平行とさせて挿入方向をガイドするとともに、第１のバッテリーパック５を保
持する。
【００２８】
　端子部４４は、図４及び図５に示すように、装着される第１のバッテリーパック５の前
面２０に対向する突当面４６側に配設されている。この端子部４４は、図４及び図６に示
すように、第１のバッテリーパック５の第１及び第２の出力端子２１，２２にそれぞれ接
続される第１の接続端子５１及び第２の接続端子５２が、装着部４３の幅方向の両側に位
置してそれぞれ設けられている。また、端子部４４には、図４及び図６に示すように、装
着部４３の幅方向の略中央に位置して、第１のバッテリーパック５の第３の出力端子２３
に接続される第３の接続端子５３が設けられている。
【００２９】
　第１、第２及び第３の接続端子５１，５２，５３は、図４及び図５に示すように、装着
部４３の突当面４６に、第１のバッテリーパック５の底面２４に平行とされるとともに、
第１のバッテリーパック５の長手方向と平行にそれぞれ設けられている。これら第１、第
２及び第３の接続端子５１，５２，５３は、図７に示すように、第１のバッテリーパック
５の各出力端子２１，２２，２３に挿入される端子板５５と、この端子板５５を保護する
保護部材５６とを有している。
【００３０】
　端子板５５は、主面が、装着部４３の載置面４５と略平行されて、基端部が装着部４３
の突当面４６に支持されている。端子板５５は、先端部に切欠き部５７が形成されること
により分断されており、先端部が幅方向に弾性変形可能とされている。
【００３１】
　保護部材５６は、図７に示すように、略半円管状の基材を、この基材の長手方向の中途
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部から折り返して間に端子板５５を挟み込んで略円管状に形成されている。この保護部材
５６は、折り返された先端部から、幅方向の両側に端子板５５の先端部が弾性変位可能に
それぞれ突出されている。
【００３２】
　以上のように構成された各接続端子５１，５２，５３は、第１のバッテリーパック５の
各出力端子２１，２２，２３に挿入されるときに、端子板５５の先端部が幅方向に弾性変
位して挿入されて、端子板５５が出力端子２１，２２，２３内に確実に当接されて電気的
に接続される。
【００３３】
　接続端子５１，５２，５３によれば、装着部４３に第１のバッテリーパック５が装着さ
れる際に第１のバッテリーパック５の底面２４が誤って当接されたときに、装着部４３の
深さ方向である第１のバッテリーパック５の高さ方向から負荷される押圧力に対する剛性
の向上が図られているため、端子板５５が破損することが防止されている。
【００３４】
　また、端子部４４には、図４、図５及び図６に示すように、第１、第２及び第３の接続
端子５１，５２，５３を保護するためのカバー部材６０が、装着部４３に対して図５中矢
印ａ1 方向及びａ2 方向に回動可能に設けられている。
【００３５】
　カバー部材６０は、例えば合成樹脂材料によって形成されており、図５及び図６に示す
ように、略矩形状に形成された保護片６１と、この保護片６１を支持する支持片６２，６
２とを有している。カバー部材６０の保護片６１には、装着部４３の載置面４５に対向す
る面に、厚み方向に傾斜された傾斜面部６３が形成されている。カバー部材６０は、装着
部４３に第１のバッテリーパック５が装着される際に、保護片６１にケース１９が当接さ
れて挿入されることによって、図５中矢印ａ2 方向に容易に回動される。カバー部材６０
の支持片６２，６２は、装着部４３の突当面４６に、図示しない回動支軸を介して回動可
能に支持されている。また、カバー部材６０は、回動支軸の外周部に図示しない捻りコイ
ルバネが設けられている。この捻りコイルバネは、一端が装着部４３の突当面４６に掛止
されており、他端がカバー部材６０の支持片６２，６２に掛止されている。したがって、
カバー部材６０は、捻りコイルバネの弾性力により、図５中矢印ａ1 方向に回動するよう
に付勢されており、第１、第２及び第３の接続端子５１，５２，５３を覆う位置に移動さ
れている。
【００３６】
　したがって、カバー部材６０によれば、装着部４３に第１のバッテリーパック５が装着
されていない状態で、各接続端子５１，５２，５３が覆われるため、これら各接続端子５
１，５２，５３を破損することが確実に防止されている。
【００３７】
　また、第１のバッテリー装着装置６の装着部４３には、突当面４６と載置面４５とに跨
って、第１のバッテリーパック５の各規制凹部２８，２９にそれぞれ係合する一対の規制
突部６５，６６が、幅方向にほぼ中心線に対して線対称にそれぞれ一体に形成されている
。各規制突部６５，６６は、図５及び図６に示すように、第１及び第２の接続端子５１，
５２に隣接する位置にそれぞれ設けられている。
【００３８】
　これら各規制突部６５，６６は、載置面４５に直交して形成された第１の部分と、この
第１の部分に直交して形成された第２の部分とを有しており、断面略Ｌ字状を呈して形成
されている。これら各規制突部６５，６６は、第１のバッテリーパック５の底面２４が装
着部４３の載置面４５に対して幅方向に傾斜された状態とされることを規制する。そして
、各規制突部６５，６６は、載置面４５に直交する方向の高さＨ1 が、各接続端子５１，
５２，５３の外周部の高さＨ0 より大となるようにそれぞれ形成されている。
【００３９】
　また、第１のバッテリー装着装置６の装着部４３には、突当面４６と載置面４５とに跨
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って、第３の接続端子５３に隣接する位置に、第１のバッテリーパック５の挿入方向をガ
イドする第１のガイド突部６８が一体に形成されている。この第１のガイド突部６８は、
図４、図５及び図６に示すように、載置面４５の長手方向と平行に形成されており、装着
される第１のバッテリーパック５の底面２４の第１のガイド溝３４に係合する位置に形成
されている。
【００４０】
　各規制突部６５，６６及び第１のガイド突部６８は、図５及び図６に示すように、各接
続端子５１，５２，５３に比較して高さが大とされることによって、載置面４５から各接
続端子５１，５２，５３以上に突出されているため、載置面４５に対して直交する方向か
ら第１のバッテリーパック５等が挿入された場合に、ケース１９の外周部が各接続端子５
１，５２，５３に誤って当接することを防止して、各接続端子５１，５２，５３が破損す
ることを防止することができる。また、規制突部６５，６６は、断面略Ｌ字状を呈して形
成されたことによって、剛性が充分に確保されている。
【００４１】
　なお、各規制突部６５，６６及び第１のガイド突部６８は、載置面４５に直交する方向
の高さが、各接続端子５１，５２，５３の外周部の高さと略同一に形成されても、各接続
端子５１，５２，５３を保護することが可能である。
【００４２】
　また、装着部４３には、図４、図５及び図６に示すように、突当面４６と載置面４５と
に跨って、第１のバッテリーパック５の装着方向をガイドする第２のガイド突部７０が、
載置面４５の長手方向と平行に一体に形成されている。この第２のガイド突部７０は、第
１のバッテリーパック５の第２のガイド溝３６に係合することによって、装着方向をガイ
ドする。
【００４３】
　また、第１のバッテリー装着装置６の装着部４３には、幅方向の両側面に、規制溝３７
，３７に係合する規制爪７２，７２がそれぞれ一体に突出形成されている。規制爪７２，
７２は、載置面４５に平行とされるとともに、第１のバッテリーパック５の長手方向に平
行に形成されている。
【００４４】
　また、第１のバッテリー装着装置６の装着部４３には、図４に示すように、載置面４５
の略中央に、第１のバッテリーパック６の識別用凹部３０に係合する識別用突部７３が一
体に形成されている。この識別用突部７３は、略直方体状に形成されている。この識別用
突部７３の先端部には、識別用凹部３０の識別溝３２に係合する識別用突片７４が一体に
形成されている。そして、この識別用突部７３は、図４に示すように、載置面４５の幅方
向に平行な寸法が、第１のバッテリーパック５の識別用凹部３０の幅Ｗ０より小とされた
幅Ｗ１に形成されており、識別用凹部３０に挿入可能とされている。また、図４に示すよ
うに、識別用突部７３は、突当面４６から直交する方向に距離Ｌ１を隔てた位置に形成さ
れている。
【００４５】
　また、バッテリー装着装置６の装着部４３には、図４に示すように、第１のバッテリー
パック５が装着された際に、第１のバッテリーパック５を保持するためのロック機構７５
が設けられている。このロック機構７５は、図４に示すように、第１のバッテリーパック
５に係合する略平板状のロック部材７６と、このロック部材７６を載置面４５に対して移
動させる操作レバー７７と、この操作レバー７７を第１のバッテリーパック５の第１のロ
ック用凹部３８に係合する方向に付勢する図示しないコイルバネとを有している。
【００４６】
　ロック部材７６には、図４に示すように、主面上に、第１のバッテリーパック５の第１
のロック用凹部３８に係合するロック爪７９が一体に突出形成されている。また、装着部
４３の略中央には、ロック部材７６のロック爪７９が挿通されて載置面４５上に突出させ
るための開口部８０が形成されている。



(8) JP 4111244 B2 2008.7.2

10

20

30

40

50

【００４７】
　操作レバー７７は、先端部がロック部材７６に係合されており、他端部に押し込み操作
するための操作片８１が形成されている。載置面４５には、装着部４３に装着された第１
のバッテリーパック５の背面側に、操作片８１が突出される操作用凹部８２が形成されて
いる。操作レバー７７は、ロック部材７６の移動にともなって移動されて、操作片８１が
操作用凹部８２内に突出される。
【００４８】
　以上のように構成されたロック機構７５は、装着部４３に第１のバッテリーパック５が
装着される際、第１のロック用凹部３８内にロック部材７６のロック爪７９が係合されて
、装着部４３に装着された第１のバッテリーパック５が移動操作不能とされて、装着部４
３内に第１のバッテリーパック５が保持される。ロック機構７５は、ロック部材７６のロ
ック爪７９が開口部８０から突出された状態で、操作レバー７７の操作片８１が操作用凹
部８２内に突出される。
【００４９】
　また、このロック機構７５は、装着部４３内に装着された第１のバッテリーパック５を
取り外すとき、第１のロック用凹部３８内にロック爪７９が係合された状態で、操作レバ
ー７７の操作片８１を押し込み操作することによって、第１のロック用凹部３８とロック
爪７９の係合状態が解除される。第１のバッテリーパック５は、第１のバッテリー装着装
置６に装着された状態で、装着部４３内に対して第１のバッテリーパック５を移動操作可
能とされて取り外される。
【００５０】
　なお、上述したロック機構７５は、ロック部材７６のロック爪７９が第１のバッテリー
パック５の第１のロック用凹部３８に係合するように構成されたが、装着部４３の設計条
件等によって第２のロック用凹部３９に係合する構成に適宜変更してもよい。
【００５１】
　以上のように構成された第１のバッテリーパック５が第１のバッテリー装着装置６に対
して装着する動作を図面を参照して説明する。
【００５２】
　まず、第１のバッテリーパック５は、図８及び図９に示すように、第１のバッテリー装
着装置６の装着部４３内に装着される際に、ケース１９の底面２４が、この底面２４の長
手方向である図９中に示す矢印ｂ方向に傾斜された状態で誤って挿入された場合、ガイド
突部４７にケース１９の底面２４が当接するとともに、規制突部２８，２９にケース１９
の前面２０が当接するため、確実に挿入不能とされて、各出力端子５１，５２，５３及び
各接続端子２１，２２，２３に他の箇所が当接することが確実に妨げられている。したが
って、各出力端子５１，５２，５３及び各接続端子２１，２２，２３は、破損することが
確実に防止されている。
【００５３】
　そして、第１のバッテリーパック５は、ケース１９の各ガイド溝２６に装着部４３の各
ガイド突部４７がそれぞれ挿入されることによって、図９中矢印ｂ方向に示すように装着
部４３の載置面４５に対するケース１９の底面２４の長手方向の傾斜状態が確実に規制さ
れて、底面２４の長手方向が載置面４５に対して略平行とされて、第１のバッテリー装着
装置６に良好に装着される。
【００５４】
　また、第１のバッテリーパック５は、ケース１９の底面２４が傾斜された状態で、非常
に大きな力で押し込められることによって、第１のバッテリー装着装置６に仮に装着され
てしまった場合に第１のバッテリーパック５を脱落させる大きな外力が負荷されたときで
あっても、大きな外力が比較的剛性を有する略Ｌ字状の規制突部６５，６６に負荷される
ため、各出力端子５１，５２，５３及び各接続端子２１，２２，２３を破損することが防
止される。
【００５５】
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　次に、第１のバッテリーパック５は、図１０及び図１１に示すように、第１のバッテリ
ー装着装置６の装着部４３内に装着される際、ケース１９の底面２４が、この底面２４の
幅方向である図１０中矢印ｃ方向に傾斜された状態で誤って挿入された場合、少なくとも
いずれか一方の規制爪７２が規制溝に挿入されずに規制爪７２にケース１９の底面２４が
当接するとともに、規制突部にケース１９の前面２０が当接するため、確実に挿入不能と
されて、各出力端子５１，５２，５３及び各接続端子２１，２２，２３に他の箇所が当接
することが確実に妨げられている。したがって、各出力端子５１，５２，５３及び各接続
端子２１，２２，２３は、破損することが確実に防止されている。
【００５６】
　そして、第１のバッテリーパック５は、ケース１９の各規制凹部２８，２９内に装着部
４３の各規制突部６５，６６がそれぞれ挿入されることによって、図１０中矢印ｃ方向に
示すように装着部４３の載置面４５に対するケース１９の底面２４の幅方向の傾斜状態が
確実に規制されて、底面２４の幅方向が載置面４５に対して略平行とされて、第１のバッ
テリー装着装置６に良好に装着される。
【００５７】
　さらに、第１のバッテリーパック５は、第１のバッテリー装着装置６の装着部４３内に
装着される際、ケース１９の規制溝３７，３７に装着部４３の規制爪７２，７２がそれぞ
れ係合されることにより、装着部４３の載置面４５に対するケース１９の底面２４の幅方
向の傾斜状態が確実に規制されて、底面２４の幅方向が載置面４５に対して略平行とされ
て、第１のバッテリー装着装置６に良好に装着される。
【００５８】
　したがって、第１のバッテリーパック５は、第１のバッテリー装着装置６の装着部４３
内に装着されるとき、ケース１９の底面２４が装着部４３の載置面４５に対して略平行な
状態とされる。換言すれば、第１のバッテリーパック５は、第１のバッテリー装着装置６
の装着部４３内に装着される際に、ケース１９の底面２４が載置面４５に対して長手方向
又は幅方向に傾斜されて、装着部４３に不完全な状態で装着されてしまうことが確実に防
止されている。
【００５９】
　また、第１のバッテリーパック５は、第１のバッテリー装着装置６の装着部４３内に装
着される際、載置面４５にケース１９の底面２４が載置されるときに、底面２４の識別用
凹部３０内に、載置面４５の識別用突部７３が挿入されるとともに、識別溝３２内に識別
突片７４が挿入されることにより、第１のバッテリー装着装置６に適合されていることが
識別される。第１のバッテリー装着装置６は、第１のバッテリーパック５が装着される際
、載置面４５の識別用突部７３を底面２４の識別用凹部３０内に挿入することの可否によ
り識別しており、識別用凹部３０と識別用突部７３の互いの位置により識別するとともに
、識別突片７４を識別溝３２内に挿入することのの可否により識別している。
【００６０】
　なお、識別用凹部３０及び識別用突部７３は、ケース１９の底面２４の長手方向の位置
によって互いに識別しているが、底面２４の幅方向の位置によって識別されてもよい。
【００６１】
　上述した第１のバッテリーパック５及び第１のバッテリー装着装置６には、規制凹部２
８，２９及び規制突部６５，６６が断面略Ｌ字状を呈して同一形状にそれぞれ形成された
が、例えば図１２（ａ）及び図１２（ｂ）に示すように断面略Ｔ字状を呈する規制凹部８
５及び規制突部８６や、図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に示すように断面略Ｙ字状を呈す
る規制凹部８８及び規制突部８９のように形成されてもよいことは勿論である。
【００６２】
　また、上述した第１のバッテリーパック５及び第１のバッテリー装着装置６は、互いに
係合する規制凹部２８，２９及び規制突部６５，６６が同一形成にそれぞれ形成されたが
、図１４（ａ）、図１４（ｂ）、図１４（ｃ）、図１４（ｄ）に示すように、略十字状の
規制凹部９１を構成する溝の一部に係合する形状に規制突部が形成されてもよい。例えば
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図１４（ａ）、図１４（ｂ）、図１４（ｃ）に示すように、規制凹部９１に係合すること
が可能とされる複数の規制突部９２，９３，９４をそれぞれ設定することができる。すな
わち、規制凹部９１を有するバッテリーパックは、各規制突部９２，９３，９４をそれぞ
れ有する３種類のバッテリー装着装置にそれぞれ装着することが可能とされる。
【００６３】
　また、図１５（ａ）、図１５（ｂ）、図１５（ｃ）、図１５（ｄ）に示すように、略Ｔ
字状の規制凹部９６の一部に係合する規制突部が形成されてもよい。図１５（ａ）、図１
５（ｂ）、図１５（ｃ）に示すように、規制凹部９６には、規制突部９７，９８がそれぞ
れ係合することが可能とされるように複数の規制突部をそれぞれ設定することができる。
すなわち、規制凹部９６を有するバッテリーパックは、各規制突部９７，９８を有する２
種類のバッテリー装着装置にそれぞれ装着することが可能とされる。
【００６４】
　また、上述した第１のバッテリーパック５及び第１のバッテリー装着装置６は、規制凹
部２８，２９及び規制突部６５，６６が、底面２４の幅方向のほぼ中心線に対して線対称
にそれぞれ形成されたが、幅方向のほぼ中心線を挟んで同一形状にそれぞれ形成されても
よいことは勿論である。
【００６５】
　上述したように、本発明に係るバッテリー装着機構によれば、第１のバッテリー装着装
置６の装着部４３の載置面４５に対して第１のバッテリーパック５の幅方向の傾斜状態が
確実に規制されるため、第１のバッテリーパック５の底面２４が装着部４３の載置面４５
に対して幅方向に傾斜された状態で挿入されることを確実に防止することができる。した
がって、このバッテリー装着機構によれば、第１のバッテリーパック５及び第１のバッテ
リー装着装置６の各出力端子２１，２２，２３及び接続端子５１，５２，５３を破損する
ことが確実に防止することができる。
【００６６】
　次に、本発明に係るバッテリー装着機構を構成する他のバッテリーパック及びバッテリ
ー装着装置を図面を参照してそれぞれ説明する。なお、他のバッテリーパック及び他のバ
ッテリー装着装置の説明において、上述した第１のバッテリーパック５及び第１のバッテ
リー装着装置６と同一部材、同一箇所については詳細な説明を省略する。
【００６７】
　図１６に示すように、第２のバッテリーパック７は、充電容量が標準的とされたもので
あり、上述した第１のバッテリーパック５に比較して厚みが小さく形成されている。
【００６８】
　第２のバッテリーパック７は、バッテリーセルを内部に収納するケース１０１と、この
ケース１０１の前面１０３に設けられてバッテリーセルに接続された第１、第２及び第３
の出力端子１０５，１０６，１０７とを備えている。ケース１０１には、図１６に示すよ
うに、幅方向の両側面に、バッテリー装着装置に対する装着方向をガイドするためのガイ
ド溝１０９，１０９がそれぞれ形成されている。
【００６９】
　第２のバッテリーパック７のケース１０１の前面１０３には、図１６に示すように、適
合されるバッテリー装着装置に装着される際に、このバッテリー装着装置に対する底面１
０４の幅方向の傾斜状態を規制するための規制凹部１１１，１１２が、幅方向のほぼ中心
線に対して対称にそれぞれ形成されている。
【００７０】
　そして、第２のバッテリーパック７のケース１０１は、図１６に示すように、底面１０
４の略中央に、装着されるバッテリー装着装置が適合するものであるかを識別するための
識別用凹部１１３が形成されている。識別用凹部１１３の底面には、ケース１０１の幅方
向のほぼ中心線上に位置して、略矩形状の識別用溝１１５が形成されており、底面１０４
の幅方向の両側に段部がそれぞれ形成されている。そして、この識別用凹部１１３は、底
面１０４の幅方向に平行な寸法が幅Ｗ０に形成されている。
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【００７１】
　さらに、第２のバッテリーパック７の要部である識別用凹部１１３内には、図１６に示
すように、前面１０３に平行な開口縁から長手方向と平行に突出された識別用突片１１６
が一体に形成されている。
【００７２】
　また、ケース１０１の底面１０４には、図１６に示すように、第３の出力端子１０７に
隣接して、バッテリー装着装置に対する装着方向をガイドするための第１のガイド溝１１
８及び第２のガイド溝１１９がそれぞれ形成されている。また、ケース１０１の幅方向の
両側には、バッテリー装着装置に対する底面１０４の幅方向の傾斜を規制するための規制
溝１２０，１２０が、前面１０３に開口するとともに底面１０４に略平行にそれぞれ形成
されている。
【００７３】
　また、ケース１０１の底面１０４には、図１６に示すように、バッテリー装着装置に装
着された際にバッテリー装着装置に係合される第１のロック用凹部１２１及び第２のロッ
ク用凹部１２２がそれぞれ形成されている。
【００７４】
　次に、図１７に示すように、第３のバッテリーパック９は、充電容量が低容量とされた
もので、標準型である第２のバッテリーパック７より厚みが小さく形成されている。
【００７５】
　この第３のバッテリーパック９は、バッテリーセルを内部に収納するケース１２４と、
このケース１２４の前面１２６に設けられてバッテリーセルに接続された第１、第２及び
第３の出力端子１２８，１２９，１３０とを備えている。ケース１２４には、図１７に示
すように、幅方向の両側面に、バッテリー装着装置に対する装着方向をガイドするための
ガイド溝１３２，１３２がそれぞれ形成されている。
【００７６】
　第３のバッテリーパック９のケース１２４の前面１２６には、図１７に示すように、適
合されるバッテリー装着装置に装着される際に、このバッテリー装着装置に対する底面１
２７の幅方向の傾斜状態を規制するための規制凹部１３４，１３５が、幅方向のほぼ中心
線に対して対称にそれぞれ形成されている。
【００７７】
　そして、この第３のバッテリーパック９のケース１２４は、図１７に示すように、底面
１２７の略中央に、装着されるバッテリー装着装置で適合するものであるかを識別するた
めの識別用凹部１３７が形成されている。識別用凹部１３７の底面には、ケース１２４の
幅方向のほぼ中心線上に位置して、略矩形状の識別用溝１３８が形成されており、底面１
２７の幅方向の両側に段部がそれぞれ形成されている。そして、この識別用凹部１３７は
、底面１２７の幅方向に平行な寸法が幅Ｗ０に形成されている。
【００７８】
　さらに、第３のバッテリーパック９の要部である識別用凹部１３７内には、図１７に示
すように、前面１２６に平行な開口縁に、長手方向と平行に突出された識別用突片１３９
が一体に形成されている。また、この識別用突片１３９の長手方向の先端部には、識別用
切欠き部１４０が形成されている。
【００７９】
　また、ケース１２４には、図１７に示すように、第３の出力端子１３０に隣接して、バ
ッテリー装着装置に対する装着方向をガイドするための第１のガイド溝１４２及び第２の
ガイド溝１４３がそれぞれ形成されている。また、ケース１２４の幅方向の両側には、バ
ッテリー装着装置に対する底面１２７の幅方向の傾斜を規制するための規制溝１４４，１
４４が、前面１２６に開口するとともに底面１２７に略平行にそれぞれ形成されている。
【００８０】
　また、ケース１２４の底面１２７には、図１７に示すように、バッテリー装着装置に装
着された際にバッテリー装着装置に係合される第１のロック用凹部１４６及び第２のロッ
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ク用凹部１４７がそれぞれ形成されている。
【００８１】
　また、家庭用交流電源等の他の外部電源と接続するために使用されるバッテリープレー
トを図面を参照して説明する。図１８及び図１９に示すように、このバッテリープレート
１１は、略矩形をなす板状に形成されており、各種外部電源と接続するための接続端子部
１４８と、この接続端子部１４８が設けられたケース１４９と、接続端子部１４８に接続
された第１、第２及び第３の出力端子１５３，１５４，１５５とを有している。
【００８２】
　接続端子部１４８には、図示しないＡＣ (alternating current)アダプタ等に接続する
ための配線コードを有している。ケース１４９には、図１８及び図１９に示すように、幅
方向の両側面に、バッテリー装着装置に対する装着方向をガイドするためのガイド溝１５
７がそれぞれ形成されている。
【００８３】
　バッテリープレート１１のケース１４９の前面１５０には、図１９に示すように、適合
されるバッテリー装着装置に装着される際に、このバッテリー装着装置に対する底面１５
１の幅方向の傾斜状態を規制するための規制凹部１６０，１６１が、幅方向のほぼ中心線
に対して対称にそれぞれ形成されている。
【００８４】
　そして、このバッテリープレート１１のケース１４９は、図１９に示すように、底面１
５１の略中央に、装着されるバッテリー装着装置で適合するものであるかを識別するため
の識別用凹部１６３が形成されている。識別用凹部１６３の底面には、ケース１４９の幅
方向のほぼ中心線上に位置して、略矩形状の識別用溝１６５が形成されており、底面の幅
方向の一側に段部が形成されている。また、識別用凹部１６３は、底面１５１の幅方向に
平行な寸法が、上述した各種バッテリーパック５，７，９の各識別用凹部３０，１１３，
１３７の幅Ｗ０より小とされる幅Ｗ２に形成されている。
【００８５】
　また、ケース１４９の底面１５１には、図１９に示すように、第３の出力端子１５５に
隣接して、バッテリー装着装置に対する装着方向をガイドするための第１のガイド溝１６
７及び第２のガイド溝１６８がそれぞれ形成されている。第１のガイド溝１６７は、識別
用凹部１６３の段部に連設された平坦状に形成されており、上述した各種バッテリーパッ
ク５，７，９の各第１のガイド溝３０，１１３，１３７と形状が異ならせている。
【００８６】
　また、ケース１４９の幅方向の両側には、バッテリー装着装置に対する底面１５１の幅
方向の傾斜を規制するための規制溝１６９，１６９が、前面１５０に開口するとともに底
面１５１に略平行にそれぞれ形成されている。
【００８７】
　また、ケース１４９の底面１５１には、図１９に示すように、バッテリー装着装置に装
着された際にバッテリー装着装置に係合される第１のロック用凹部１７１及び第２のロッ
ク用凹部１７２がそれぞれ形成されている。
【００８８】
　以上のように構成されたバッテリープレート１１は、適合されるバッテリー装着装置に
装着されることにより、ＡＣアダプタを介して外部電源や大型バッテリー等に接続されて
、外部電源から電力を装置本体側に直接供給する。
【００８９】
　図２０及び図２１に示すように、第４のバッテリーパック１２は、第１のバッテリーパ
ック５と略々同一構成とされており、ケース１７５の底面１７７の長手方向の寸法が小さ
く形成されている。この第４のバッテリーパック１２は、図２０及び図２１に示すように
、図２及び図３に示した第１のバッテリーパック５の前面１７６側を、図２中に示した破
線により長手方向が短く形成されている。
【００９０】
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　この第４のバッテリーパック１２は、バッテリーセルを内部に収納するケース１７５と
、このケース１７５の前面１７６に設けられてバッテリーセルに接続された第１、第２及
び第３の出力端子１８１，１８２，１８３とを備えている。ケース１７５には、図２０及
び図２１に示すように、幅方向の両側面に、バッテリー装着装置に対する装着方向をガイ
ドするためのガイド溝１８５がそれぞれ形成されている。
【００９１】
　第４のバッテリーパック１２のケース１７５の前面１７６には、図２１に示すように、
適合されるバッテリー装着装置に装着される際に、このバッテリー装着装置に対する底面
１７７の幅方向の傾斜状態を規制するための規制凹部１８７，１８８がそれぞれ形成され
ている。一方の規制凹部１８７は、断面略Ｔ字状に形成されており、他方の規制凹部１８
８は、断面略Ｌ字状に形成されている。
【００９２】
　そして、第４のバッテリーパック１２のケース１７５は、図２１に示すように、底面１
７７の略中央に、装着されるバッテリー装着装置が適合するものであるかを識別するため
の識別用凹部１９０が形成されている。識別用凹部１９０の底面には、ケース１７５の幅
方向のほぼ中心線上に位置して、略矩形状の識別用溝１９１が形成されており、底面の幅
方向の両側に段部がそれぞれ形成されている。また、識別用凹部１９０は、底面１７７の
幅方向に平行な寸法が幅Ｗ０に形成されている。
【００９３】
　また、ケース１７５の底面１７７には、図２１に示すように、第３の出力端子１８３に
隣接して、バッテリー装着装置に対する装着方向をガイドするための第１のガイド溝１９
３及び第２のガイド溝１９４がそれぞれ形成されている。また、ケース１７５の底面１７
７には、第１のガイド溝１９３に隣接して、第１のバッテリーパック５と識別するための
識別用溝１９５が形成されている。また、ケース１７５の幅方向の両側には、バッテリー
装着装置に対する底面１７７の幅方向の傾斜を規制するための規制溝１９６，１９６が、
前面１７６に開口するとともに底面１７７に略平行にそれぞれ形成されている。
【００９４】
　また、ケース１７５の底面１７７には、図２１に示すように、バッテリー装着装置に装
着された際にバッテリー装着装置に係合される第１のロック用凹部１９７及び第２のロッ
ク用凹部１９８がそれぞれ形成されている。第２のロック用凹部１９８は、ケース１７５
の背面に一側が開口して形成されている。
【００９５】
　次に、上述した第１、第２、第３及び第４のバッテリーパック５，７，９，１２が装着
可能とされる第２のバッテリー装着装置について図面を参照して説明する。
【００９６】
　図２２に示すように、第２のバッテリー装着装置８は、各種バッテリーパック５，７，
９，１２が載置される載置面２０４を有する装着部２０１と、各種バッテリーパック５，
７，９，１２の各出力端子２１，２２，２３、１０５，１０６，１０７、１２８，１２９
，１３０、１８１，１８２，１８３が接続される端子部２０２とを有している。
【００９７】
　装着部２０１には、図２２に示すように、載置面２０４の幅方向の両側面に、載置面２
０４に隣接して、各種バッテリーパック５，７，９，１２の各ガイド溝２６，１０９，１
３２，１８５にそれぞれ係合するガイド突部２０７がそれぞれ形成されている。
【００９８】
　端子部２０２は、図２２に示すように、装着される各種バッテリーパック５，７，９，
１２の前面２０，１０３，１２６，１７６に対向する突当面２０５側に配設されており、
各バッテリーパック５，７，９，１２の各出力端子２１，２２，２３、１０５，１０６，
１０７、１２８，１２９，１３０、１８１，１８２，１８３が接続される第１、第２及び
第３の接続端子２１１．２１２．２１３を有している。また、端子部２０２は、図２２に
示すように、各接続端子２１１，２１２，２１３を保護するためのカバー部材２１５が、
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装着部２０１に対して回動可能に配設されている。
【００９９】
　また、第２のバッテリー装着装置８の装着部２０１には、図２２に示すように、突当面
２０５と載置面２０４とに跨って、各種バッテリーパック５，７，９，１２の規制凹部２
８，２９、１１１，１１２、１３４，１３５、１８７，１８８にそれぞれ係合する一対の
規制突部２１７，２１８が、載置面２０４の幅方向のほぼ中心線に対して線対称にそれぞ
れ一体に形成されている。これら規制突部２１７，２１８は、載置面２０４に直交する方
向の高さが、各接続端子２１１，２１２，２１３の外周部の高さより大となるように形成
されており、各接続端子２１１，２１２，２１３が破損することを防止している。
【０１００】
　また、第２のバッテリー装着装置８の装着部２０１には、突当面２０５と載置面２０４
とに跨って、第３の接続端子２１３に隣接する位置に、載置面２０４の長手方向と平行に
バッテリーパック５，７，９，１２の装着方向をガイドする第１のガイド突部２２０が一
体に形成されている。この第１のガイド突部２２０には、載置面２０４に直交する方向に
突出された段部が、突当面２０５に連設されている。この段部は、載置面２０４に直交す
る方向の高さが、各規制突部２１７，２１８の高さよりやや大に形成されており、各接続
端子２１１，２１２，２１３が破損することを防止している。
【０１０１】
　また、第２のバッテリー装着装置８の装着部２０１には、図２２に示すように、載置面
２０４と突当面２０５とに跨って、各種バッテリーパック５，７，９，１２の装着方向を
ガイドする第２のガイド突部２２２が、載置面２０４の長手方向と平行に一体に形成され
ている。また、第２のバッテリー装着装置８の装着部２０１には、幅方向の両側に、各種
バッテリーパック５，７，９，１２の規制溝３７，１２０，１３２，１９６に係合する規
制爪２２４，２２４がそれぞれ一体に突出形成されている。規制爪２２４は、載置面２０
４に平行とされるとともに載置面２０４の長手方向に平行に形成されている。また、第２
のバッテリー装着装置８の装着部２０１には、載置面２０４の略中央に、各種バッテリー
パック５，７，９，１２の識別用凹部３０，１１３，１３７，１９０に係合する識別用突
部２２６が一体に形成されている。
【０１０２】
　また、識別用突部２２６は、図２２に示すように、載置面２０４の幅方向に平行な寸法
が、第１のバッテリー装着装置６の識別用突部７３の幅Ｗ１より大とされた幅Ｗ３に形成
されている。この識別用突部２２６は、各種バッテリーパック５，７，９，１２の識別用
凹部３０，１１３，１３７，１９０の幅Ｗ０よりやや小とされており、各識別用凹部３０
、１１３，１３７，１９０に挿入可能とされている。また、図２２に示すように、識別用
突部２２６は、突当面２０５から直交する方向に、第１のバッテリー装着装置６の識別用
突部７３の距離Ｌ１より大とされる距離Ｌ２を隔てた位置に形成されている。
【０１０３】
　また、第２のバッテリー装着装置８の装着部２０１には、装着された各種バッテリーパ
ック５，７，９，１２を保持するためのロック機構２２８が設けられている。ロック機構
２２８は、各種バッテリーパック５，７，９，１２の第１のロック用穴３８，１２１，１
４６，１９７に係合するロック爪２３２を有するロック部材２３０と、このロック部材２
３０を移動操作するための操作レバー２３１とを有している。ロック爪２３２は、載置面
２０４に形成された開口部２３４に移動可能に挿通されている。
【０１０４】
　以上のように構成された第２のバッテリー装着装置８には、第１、第２、第３及び第４
のバッテリーパック５，７，９，１２が装着される場合、識別用凹部３０，１１３，１３
７，１９０内に識別用突部２２６が挿入されて適合するものであると識別されて装着され
る。また、第２のバッテリー装着装置８は、不適合とされたバッテリープレート１１が装
着される場合、バッテリープレート１１の第１のガイド溝１６７の平坦面に第１のガイド
突部２２０の段部が当接して挿入不能とされるとともに、バッテリープレート１１の識別



(15) JP 4111244 B2 2008.7.2

10

20

30

40

50

用凹部１６３の幅Ｗ２が識別用突部２２６の幅Ｗ３より小とされているため、識別用凹部
１６３に識別用突部２２６が挿入不能とされるため、バッテリープレート１１が不適合で
あると識別されて装着不能とされる。したがって、この第２のバッテリー装着装置８には
、バッテリープレート１１のみを装着不能とする。
【０１０５】
　次に、上述した第１、第２、第３及び第４のバッテリーパック５，７，９，１２並びに
バッテリープレート１１がそれぞれ装着可能とされる第３のバッテリー装着装置について
図面を参照して説明する。
【０１０６】
　図２３に示すように、第３のバッテリー装着装置１０は、各種バッテリーパック５，７
，９，１２及びバッテリープレート１１が載置される載置面２４１を有する装着部２３８
と、各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテリープレート１１の各出力端子２
１，２２，２３、１０５，１０６，１０７、１２８，１２９，１３０、１８１，１８２，
１８３、１５３，１５４，１５５が接続される端子部２３９とを有している。
【０１０７】
　装着部２３９には、図２３に示すように、載置面２４１の幅方向の両側面に、載置面２
４１に隣接して、各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテリープレート１１の
各ガイド溝２６，１０９，１３２，１８５，１５７にそれぞれ係合するガイド突部２４４
がそれぞれ形成されている。
【０１０８】
　端子部２３９は、図２３に示すように、装着される各種バッテリーパック５，７，９，
１２及びバッテリープレート１１の前面２０，１０３，１２６，１７６に対向する突当面
２４２側に配設されており、各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテリープレ
ート１１の各出力端子２１，２２，２３、１０５，１０６，１０７、１２８，１２９，１
３０、１８１，１８２，１８３、１５３，１５４，１５５が接続される第１、第２及び第
３の接続端子２４６，２４７，２４８を有している。また、端子部２３９は、図２３に示
すように、各接続端子２４６，２４７，２４８を保護するためのカバー部材２５０が、装
着部２３９に対して回動可能に配設されている。
【０１０９】
　また、第３のバッテリー装着装置１０の装着部２３８には、図２３に示すように、突当
面２４１と載置面２４１とに跨って、各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテ
リープレート１１の規制凹部２８，２９、１１１，１１２、１３４，１３５、１８７，１
８８、１６０，１６１にそれぞれ係合する一対の規制突部２５２，２５３が、載置面２４
１の幅方向のほぼ中心線に対して線対称にそれぞれ一体に形成されている。これら規制突
部２５２，２５３は、載置面２４１に直交する方向の高さが、各接続端子２４６，２４７
，２４８の外周部の高さより大となるように形成されており、各接続端子２４６，２４７
，２４８が破損することを防止している。
【０１１０】
　また、第３のバッテリー装着装置１０の装着部２３８には、突当面２４２と載置面２４
１とに跨って、第３の接続端子２４８に隣接する位置に、載置面２４１の長手方向と平行
に各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテリープレート１１の装着方向をガイ
ドする第１のガイド突部２５５が一体に形成されている。
【０１１１】
　また、第３のバッテリー装着装置１０の装着部２３９には、図２３に示すように、載置
面２４１と突当面２４２とに跨って、各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテ
リープレート１１の装着方向をガイドする第２のガイド突部２５６が、載置面２４１の長
手方向と平行に一体に形成されている。また、第３のバッテリー装着装置１０の装着部２
３９には、幅方向の両側に、各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテリープレ
ート１１の規制溝３７，１２０，１３２，１９６，１６９に係合する規制爪２５７，２５
７がそれぞれ一体に突出形成されている。規制爪２５７，２５７は、載置面２４１に平行
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とされるとともに載置面２４１の長手方向に平行に形成されている。なお、この第３のバ
ッテリー装着装置１０の装着部２３９には、載置面２４１の略中央に、各種バッテリーパ
ック５，７，９，１２及びバッテリープレート１１の識別用凹部３０，１１３，１３７，
１９０，１６３に係合する識別用突部が形成されていない。したがって、第３のバッテリ
ー装着装置１０の載置面２４１には、各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテ
リープレート１１をそれぞれ載置することが可能とされている。
【０１１２】
　また、第３のバッテリー装着装置１０の装着部２３９には、装着された各種バッテリー
パック５，７，９，１２及びバッテリープレート１１を保持するためのロック機構２６０
が設けられている。ロック機構２６０は、各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバ
ッテリープレート１１の第１のロック用穴３８，１２１，１４６，１９７，１７１に係合
するロック爪２６４を有するロック部材２６２と、このロック部材２６２を移動操作する
ための操作レバー２６３とを有している。ロック爪２６４は、載置面２４１に形成された
開口部２６５に移動可能に挿通されている。
【０１１３】
　以上のように構成された第３のバッテリー装着装置１０には、第１、第２、第３及び第
４のバッテリーパック５，７，９，１２並びにバッテリープレート１１がそれぞれ装着さ
れる場合、識別用凹部３０，１１３，１３７，１９０，１６３に挿入される識別用突部が
形成されてないため、第１、第２、第３及び第４のバッテリーパック５，７，９，１２並
びにバッテリープレート１１が適合するものとされて装着される。さらに、第３のバッテ
リー装着装置１０は、第１のガイド突部２５５に段部が突出形成されていないため、バッ
テリープレート１１の第１のガイド溝１６７内に挿入され、バッテリープレート１１が適
合するものとされて装着される。
【０１１４】
　次に、上述した第４のバッテリーパック１２のみが装着可能とされる第４のバッテリー
装着装置について図面を参照して説明する。
【０１１５】
　図２４に示すように、第４のバッテリー装着装置１３は、第４のバッテリーパック１２
が載置される載置面２７１を有する装着部２６８と、第４のバッテリーパック１２の各出
力端子１８１，１８２，１８３が接続される端子部２６９とを有している。
【０１１６】
　装着部２６８には、図２４に示すように、載置面２７１の幅方向の両側面に、載置面２
７１に隣接して、第４のバッテリーパック１２の各ガイド溝１８５にそれぞれ係合するガ
イド突部２７５がそれぞれ形成されている。
【０１１７】
　端子部２６９は、図２４に示すように、装着される第４のバッテリーパック１２の前面
１７６に対向する突当面２７２側に配設されており、第４のバッテリーパック１２の各出
力端子１８１，１８２，１８３が接続される第１、第２及び第３の接続端子２７７，２７
８，２７９を有している。また、端子部２６９は、図２４に示すように、各接続端子２７
７，２７８，２７９を保護するためのカバー部材２８２が、装着部２６８に対して回動可
能に配設されている。
【０１１８】
　第４のバッテリー装着装置１３の装着部２６８には、図２４に示すように、突当面２７
２と載置面２７１とに跨って、第４のバッテリーパック１２の規制凹部１８７，１８８に
それぞれ係合する一対の規制突部２８５，２８６がそれぞれ一体に形成されている。これ
ら規制突部２８５，２８６は、載置面２７１に直交する方向の高さが、各接続端子２７７
，２７８，２７９の外周部の高さより大となるように形成されており、各接続端子２７７
，２７８，２７９が破損することを防止している。
【０１１９】
　第４のバッテリー装着装置１３の装着部２６８には、突当面２７２と載置面２７１とに
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跨って、第３の接続端子２７９に隣接する位置に、載置面２７１の長手方向と平行に第４
のバッテリーパック１２の装着方向をガイドする第１のガイド突部２８８が一体に形成さ
れている。この第１のガイド突部２８８には、載置面２７１に直交する方向に突出された
段部が、突当面２７２に連設されている。この段部は、載置面２７１に直交する方向の高
さが、各規制突部２８５，２８６の高さよりやや大に形成されており、各接続端子２７７
，２７８，２７９が破損することを防止している。
【０１２０】
　また、第４のバッテリー装着装置１３の装着部２６８には、幅方向の両側に、第４のバ
ッテリーパック１２の規制溝１９６，１９６に係合する規制爪２９０，２９０がそれぞれ
一体に突出形成されている。規制爪２９０，２９０は、載置面２７１に平行とされるとと
もに載置面２７１の長手方向に平行に形成されている。また、第４のバッテリー装着装置
１３の装着部２６８には、載置面２７１の略中央に、第４のバッテリーパック１２の識別
用凹部１９０に係合する識別用突部２９１が一体に形成されている。
【０１２１】
　そして、この識別用突部２９１は、図２４に示すように、第１のバッテリー装着装置６
の識別用突部７３の幅Ｗ１より大とされた幅Ｗ３に形成されている。また、図２４に示す
ように、識別用突部２９１は、突当面２７２から直交する方向に、第１のバッテリー装着
装置６の識別用突部７３の距離Ｌ１より大とされる距離Ｌ２を隔てた位置に形成されてい
る。
【０１２２】
　また、第４のバッテリー装着装置１３の装着部２６８には、装着された第４のバッテリ
ーパック１２を保持するためのロック機構２９３が設けられている。ロック機構２９３は
、第４のバッテリーパック１２の第１のロック用穴１９７に係合するロック爪２９８を有
するロック部材２９５と、このロック部材２９５を移動操作するための操作レバー２９６
とを有している。ロック爪２９８は、載置面２７に形成された開口部２９９に移動可能に
挿通されている。
【０１２３】
　以上のように構成された第４のバッテリー装着装置１３には、第４のバッテリーパック
１２のみが装着される場合、識別用凹部１９０に識別用突部２９１が挿入されることによ
り、第４のバッテリーパック１２が適合するものであると識別されて装着される。
【０１２４】
　また、第４のバッテリー装着装置１３は、不適合とされた第１、第２及び第３のバッテ
リーパック５，７，９並びにバッテリープレート１１が誤って装着される場合、一方の規
制突部２８６がケース１９，１０１，１２４，１４９の前面２０，１０３，１２６，１５
０に当接することにより挿入不能とされて、第１、第２及び第３のバッテリーパック５，
７，９並びにバッテリープレート１１が不適合と識別されて装着不能とされる。
【０１２５】
　最後に、上述した第１のバッテリー装着装置５は、第１のバッテリーパック５及びバッ
テリープレート１１のみを装着可能とされており、第２、第３及び第４のバッテリーパッ
ク７，９，１２を不適合とされている。第１のバッテリー装着装置５は、第１のバッテリ
ーパック５及びバッテリープレート１１が装着される場合、識別用凹部３０，１６３内に
識別用突部７３及び識別用突片７４が挿入されて適合するものであると識別されて装着さ
れる。
【０１２６】
　また、第１のバッテリー装着装置５は、不適合とされた第２のバッテリーパック７が装
着される場合、識別用突部７３の識別用突片７４が、識別用凹部１１３の識別用突片１１
６に当接して挿入不能とされるため、第２のバッテリーパック７が不適合であると識別さ
れて装着不能とされる。この第１のバッテリー装着装置５は、不適合とされた第３のバッ
テリーパック９が装着される場合、識別用突部７３の識別用突片７４が、識別用凹部１３
７の識別用突片１３９に当接して挿入不能とされるため、第３のバッテリーパック９が不
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適合であると識別されて装着不能とされる。
【０１２７】
　上述した各種バッテリーパック５，７，９，１２及びバッテリープレート１１は、ビデ
オカメラ装置１が備える各種バッテリー装着装置に装着される構成とされたが、ビデオカ
メラ装置１に取り付けられて使用される照明装置に適用されてもよい。上述した各種バッ
テリーパック５，７，９，１２及びバッテリープレート１１が装着される照明装置につい
て図面を参照して説明する。
【０１２８】
　図２５及び図２６に示すように、第１の照明装置１５は、被写体等を照らすための照明
部３０１と、この照明部３０１の作動状態を切り替えるための切替えスイッチ部３０２と
、第１及び第２のバッテリーパック５，７がそれぞれ着脱可能に装着される装着部３０３
と、各種バッテリーパック５，７の各出力端子２１，２２，２３、１０５，１０６，１０
７が接続される端子部３０４とを有している。
【０１２９】
　装着部３０３には、図２６に示すように、載置面３０６の幅方向の両側面に、載置面３
０６に隣接して、各種バッテリーパック５，７の各ガイド溝２６，１０９にそれぞれ係合
するガイド突部３０９がそれぞれ形成されている。
【０１３０】
　端子部３０４は、図２６に示すように、装着される各種バッテリーパック５，７の前面
２０，１０３に対向する突当面３０７側に配設されており、各種バッテリーパック５，７
の各出力端子が接続される第１、第２及び第３の接続端子３１１，３１２，３１３を有し
ている。また、端子部３０４は、図２６に示すように、各接続端子３１１，３１２，３１
３を保護するためのカバー部材３１５が、装着部３０３に対して回動可能に配設されてい
る。
【０１３１】
　また、第１の照明装置１５の装着部３０３には、図２６に示すように、突当面３０７と
載置面３０６とに跨って、各種バッテリーパック５，７の規制凹部２８，２９、１１１，
１１２にそれぞれ係合する一対の規制突部３１６，３１７が、載置面３０６の幅方向のほ
ぼ中心線に対して線対称にそれぞれ一体に形成されている。これら規制突部３１６，３１
７は、載置面３０６に直交する方向の高さが、各接続端子３１１，３１２，３１３の外周
部の高さより大となるように形成されており、各接続端子３１１，３１２，３１３が破損
することを防止している。
【０１３２】
　さらに、第１の照明装置１５の装着部３０３には、突当面３０７と載置面３０６とに跨
って、第３の接続端子３１３に隣接する位置に、載置面３０６の長手方向と平行に各種バ
ッテリーパック５，７の装着方向をガイドする第１のガイド突部３１９が一体に形成され
ている。この第１のガイド突部３１９には、載置面３０６に直交する方向に突出された段
部が、突当面３０７に連設されている。この段部は、載置面３０６に直交する方向の高さ
が、各規制突部３１６，３１７の高さよりやや大に形成されており、各接続端子３１１，
３１２，３１３が破損することを防止している。
【０１３３】
　また、第１の照明装置１５の装着部３０３には、図２６に示すように、載置面３０６と
突当面３０７とに跨って、各種バッテリーパック５，７の装着方向をガイドする第２のガ
イド突部３２１が、載置面３０６の長手方向と平行に一体に形成されている。また、第１
の照明装置１５の装着部３０３には、幅方向の両側に、各種バッテリーパック５，７の規
制溝３７，１２０に係合する規制爪３２３，３２３がそれぞれ一体に突出形成されている
。規制爪３２３，３２３は、載置面３０６に平行とされるとともに載置面３０６の長手方
向に平行に形成されている。また、第１の照明装置１５の装着部３０３には、載置面３０
６の略中央に、各種バッテリーパック５，７の識別用凹部３０，１１３に係合する識別用
突部３２５が一体に形成されている。この識別用突部３２５の先端部には、識別用突片３
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２６が一体に形成されている。
【０１３４】
　そして、この識別用突部３２５は、図２６に示すように、第１のバッテリー装着装置６
の識別用突部７３の幅Ｗ１より大とされた幅Ｗ３に形成されている。また、図２６に示す
ように、識別用突部３２５は、突当面３０７から直交する方向に、第１のバッテリー装着
装置６の識別用突部７３の距離Ｌ１より大とされる距離Ｌ２を隔てた位置に形成されてい
る。
【０１３５】
　また、第１の照明装置１５の装着部３０３には、装着された各種バッテリーパック５，
、７を保持するためのロック機構３２８が設けられている。ロック機構３２８は、各種バ
ッテリーパック５，７の第１のロック用穴３８，１２１に係合するロック爪３３２を有す
るロック部材３３０と、このロック部材３３０を移動操作するための操作レバー３３１と
を有している。ロック爪３３２は、載置面３０６に形成された開口部３３３に移動可能に
挿通されている。
【０１３６】
　以上のように構成された第１の照明装置１５の装着部３０３は、第１、第２及び第４の
バッテリーパック５，７，１２が装着される場合、識別用凹部３０，１１３、１９０に識
別用突部３２５が挿入されることによって、第１、第２及び第４のバッテリーパック５，
７，１２が適合とするものであると識別されて装着される。
【０１３７】
　また、この第１の照明装置１５の装着部３０３は、不適合とされる第３のバッテリーパ
ック９が誤って装着される場合、識別用突部３２５の識別用突起３２６が、識別用凹部１
３７内の識別用突起１３９の識別用切欠き部１４０に当接して挿入不能とされるため、第
３のバッテリーパック９が不適合であると識別されて装着不能とされる。
【０１３８】
　また、この第１の照明装置１５の装着部３０３は、不適合とされるバッテリープレート
１１が誤って装着される場合、バッテリープレート１１の第１のガイド溝１６７の平坦面
に第１のガイド突部３１９の段部が当接して挿入不能とされるとともに、バッテリープレ
ート１１の識別用凹部１６３の幅Ｗ２が識別用突部３２５の幅Ｗ３より小とされているた
め、識別用凹部１６３内に識別用突部３２５が挿入不能とされるため、バッテリープレー
ト１１が不適合であると識別されて装着不能とされる。
【０１３９】
　したがって、第１の照明装置１５の装着部３０３は、高容量型の第１のバッテリーパッ
ク５及び標準型の第２のバッテリーパック７及び第４のバッテリーパック１２がそれぞれ
装着可能に適合されている。この第１の照明装置１５は、照明部３０１の消費電力が比較
的大とされているため、充電容量が比較的低容量とされる第３のバッテリーパック９や、
バッテリープレート１１が不適合とされている。
【０１４０】
　また、上述した第１の照明装置１５に比較して照明量が大とされた第２の照明装置につ
いて図面を参照して説明する。
【０１４１】
　図２７及び図２８に示すように、第２の照明装置１７は、被写体等を照らすための照明
部３３６と、この照明部３３６の作動状態を切り替えるための切替えスイッチ部３３７と
、第１のバッテリーパック５が着脱可能に装着される装着部３３８と、第１のバッテリー
パック５の各出力端子２１，２２，２３が接続される端子部３３９とを有している。
【０１４２】
　装着部３３８には、図２８に示すように、載置面３４１の幅方向の両側面に、載置面３
４１に隣接して、第１のバッテリーパック５の各ガイド溝２６にそれぞれ係合するガイド
突部３４４がそれぞれ形成されている。
【０１４３】
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　端子部３３９は、図２８に示すように、装着される第１のバッテリーパック５の前面２
０に対向する突当面３４２側に配設されており、第１のバッテリーパック５の各出力端子
２１，２２，２３が接続される第１、第２及び第３の接続端子３４６，３４７，３４８を
有している。また、端子部３３９には、図２８に示すように、各接続端子３４６，３４７
，３４８を保護するためのカバー部材３５０が、装着部３３８に対して回動可能に配設さ
れている。
【０１４４】
　また、第２の照明装置１７の装着部３３８には、図２８に示すように、突当面３４２と
載置面３４１とに跨って、第１のバッテリーパック５の規制凹部２８，２９にそれぞれ係
合する一対の規制突部３５２，３５３が、載置面３４１の幅方向のほぼ中心線に対して線
対称にそれぞれ一体に形成されている。これら規制突部３５２，３５３は、載置面３４１
に直交する方向の高さが、各接続端子３４６，３４７，３４８の外周部の高さより大とな
るように形成されており、各接続端子３４６，３４７，３４８が破損することを防止して
いる。
【０１４５】
　また、第２の照明装置１７の装着部３３８には、突当面３４２と載置面３４１とに跨っ
て、第３の接続端子３４８に隣接する位置に、載置面３４１の長手方向と平行に第１のバ
ッテリーパック５の装着方向をガイドする第１のガイド突部３５５が一体に形成されてい
る。この第１のガイド突部３５５には、載置面３４１に直交する方向に突出された段部が
、突当面３４２に連設されている。この段部は、載置面３４１に直交する方向の高さが、
各規制突部３５２，３５３の高さよりやや大に形成されており、各接続端子３４６，３４
７，３４８が破損することを防止している。
【０１４６】
　また、第２の照明装置１７の装着部３３８には、図２８に示すように、載置面３４１と
突当面３４２とに跨って、第１のバッテリーパック５の装着方向をガイドする第２のガイ
ド突部３５７が、載置面３４１の長手方向と平行に一体に形成されている。また、第２の
照明装置１７の装着部３３８には、幅方向の両側に、第１のバッテリーパック５の規制溝
３７に係合する規制爪３５８，３５８がそれぞれ一体に突出形成されている。規制爪３５
８，３５８は、載置面３４１に平行とされるとともに第１のバッテリーパック５の長手方
向に平行に形成されている。また、第２の照明装置１７の装着部３３８には、載置面３４
１の略中央に、第１のバッテリーパック５の識別用凹部３０に係合する識別用突部３６０
が一体に形成されている。この識別用突部３６０の先端部には、識別用突片３６１が一体
に形成されている。
【０１４７】
　そして、この識別用突部３６０は、図２８に示すように、第１のバッテリー装着装置６
の識別用突部７３の幅Ｗ１より大とされた幅Ｗ３に形成されている。また、図２８に示す
ように、識別用突部３６０は、突当面３４２から直交する方向に、第１の照明装置１５の
識別用突部３２５の距離Ｌ２より小とされる距離Ｌ１を隔てた位置に形成されている。
【０１４８】
　また、第２の照明装置１７の装着部３３８には、装着された第１のバッテリーパック５
を保持するためのロック機構３６３が設けられている。ロック機構３６３は、第１のバッ
テリーパック５の第１のロック用穴３０に係合するロック爪３６６を有するロック部材３
６４と、このロック部材３６４を移動操作するための操作レバー３６５とを有している。
ロック爪３６６は、載置面３４１に形成された開口部３６８に移動可能に挿通されている
。
【０１４９】
　以上のように構成された第２の照明装置１７の装着部３３８には、第１及び第４のバッ
テリーパック５，１２が装着される場合、識別用凹部３０，１９０内に識別用突部３６０
が挿入されることにより、第１及び第４のバッテリーパック５，１２が適合するものであ
ると識別されて装着される。
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【０１５０】
　また、第２の照明装置１７の装着部３３８は、不適合とされた第２のバッテリーパック
７が装着される場合、識別用突部３６０の識別用突片３６１が、識別用凹部１１３の識別
用突片１１６に当接して挿入不能とされるため、第２のバッテリーパック７が不適合であ
ると識別されて装着不能とされる。また、第２の照明装置１７は、不適合とされた第３の
バッテリーパック９が装着される場合、識別用突部３６０の識別用突片３６１が、識別用
凹部１３７の識別用突片１３９に当接して挿入不能とされるため、第３のバッテリーパッ
ク９が不適合であると識別されて装着不能とされる。また、この第２の照明装置１７の装
着部３３８は、不適合とされるバッテリープレート１１が誤って装着される場合、バッテ
リープレート１１の第１のガイド溝１６７の平坦面に第１のガイド突部３５５の段部が当
接して挿入不能とされるとともに、バッテリープレート１１の識別用凹部１６３の幅Ｗ２

が識別用突部３６０の幅Ｗ３より小とされているため、識別用凹部１６３内に識別用突部
３６０が挿入不能とされるため、バッテリープレート１１が不適合であると識別されて装
着不能とされる。したがって、第２の照明装置１７の装着部３３８には、高容量型の第１
及び第４のバッテリーパック５，１２が装着可能とされている。
【０１５１】
　上述したように、本発明に係るバッテリー装着機構によれば、各種バッテリーパック５
，７，９，１１の識別用凹部３０，１１３，１３７，１９０及びこれら識別用凹部３０，
１１３，１３７，１９０内の識別溝３２，１１５，１３８，１９１及び識別用突片１１６
，１３９、識別用切り欠き部１４０と、識別用突部７３，２２６，２９１，３２５，３６
０及びこれら識別用突部７３，２２６，２９１，３２５，３６０の識別用突片７４，３２
６，３６１とによって互いに識別を行うため、複数の仕様にそれぞれ対応する各種形状を
設定することが容易にできる。そして、このバッテリー装着機構によれば、識別用凹部及
び識別用突部の形状のみを適宜変更するだけでよいため、仕様が異なるバッテリーパック
ごとに新規金型を製造する必要がなく、金型等の製造コストを削減することが可能とされ
る。
【０１５２】
　なお、本発明に係るバッテリーパックは、充電可能な二次電池を有するバッテリーセル
を備える構成とされたが、二次電池に限定されるものでなく、例えば一次乾電池が交換可
能に収納されるように構成されてもよい。また、本発明に係るバッテリー装着装置は、バ
ッテリー装着装置がビデオカメラや照明装置に設けられる構成として説明したが、例えば
バッテリーパックに充電を行うための充電装置等の電子機器に設けられる構成とされても
よいことは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【０１５３】
【図１】本発明に係るバッテリーパックが装着されるバッテリー装着機構を備えるビデオ
カメラ装置を示す斜視図である。
【図２】バッテリー装着機構に装着される第１のバッテリーパックを示す斜視図である。
【図３】上記第１のバッテリーパックを底面側から示す斜視図である。
【図４】上記バッテリー装着機構が備える第１のバッテリー装着装置を示す斜視図である
。
【図５】上記第１のバッテリー装着装置が有する端子部を示す斜視図である。
【図６】上記端子部を示す正面図である。
【図７】上記端子部の接続端子を示す斜視図である。
【図８】上記第１のバッテリーパックを第１のバッテリー装着装置に装着する際に、第１
のバッテリーパックが長手方向に傾斜されて装着される状態を端子部側から示す側面図で
ある。
【図９】上記第１のバッテリーパックを第１のバッテリー装着装置に装着する際に、第１
のバッテリーパックが長手方向に傾斜されて装着される状態を示す側面図である。
【図１０】上記第１のバッテリーパックを第１のバッテリー装着装置に装着する際に、第



(22) JP 4111244 B2 2008.7.2

10

20

１のバッテリーパックが幅方向に傾斜されて装着される状態を端子部側から示す側面図で
ある。
【図１１】上記第１のバッテリーパックを第１のバッテリー装着装置に装着する際に、第
１のバッテリーパックが幅方向に傾斜されて装着される状態を示す側面図である。
【図１２】他の識別用凹部及び識別用突部を示す斜視図である。
【図１３】更に他の識別用凹部及び識別用突部を示す斜視図である。
【図１４】また他の識別用凹部及び識別用突部を示す斜視図である。
【図１５】また他の識別用凹部及び識別用突部を示す斜視図である。
【図１６】第２のバッテリーパックを底面側から示す斜視図である。
【図１７】第３のバッテリーパックを底面側から示す斜視図である。
【図１８】バッテリープレートを示す斜視図である。
【図１９】上記バッテリープレートを示す斜視図である。
【図２０】第４のバッテリーパックを示す斜視図である。
【図２１】上記第４のバッテリーパックを底面側から示す斜視図である。
【図２２】第２のバッテリー装着装置を示す斜視図である。
【図２３】第３のバッテリー装着装置を示す斜視図である。
【図２４】第４のバッテリー装着機構を示す斜視図である。
【図２５】第１の照明装置を示す斜視図である。
【図２６】上記第１の照明装置の要部を示す斜視図である。
【図２７】第２の照明装置を示す斜視図である。
【図２８】上記第２の照明装置の要部を示す斜視図である。
【符号の説明】
【０１５４】
　５　第１のバッテリーパック、６　第１のバッテリー装着装置、１９　ケース、４３　
装着部、２１，２２，２３　第１、第２及び第３の出力端子、２６　ガイド溝、４４端子
部、３０　識別用凹部、７３　識別用突部
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